


東日本大震災への対応14̶̶社会基盤の復興が着実に進捗

東日本大震災の被災地では復興工事が本格化し、岩手・宮城・福
島のいわゆる被災3県では「防災集団移転促進事業（高台移転）」
をはじめとして、堤防・護岸工事も継続して行われています。
また、5月30日にはJR仙石線が4年2カ月ぶりに全線再開と
いった明るい話題も聞かれ、鉄道や道路など社会基盤の復興も進
んでいます。当社グループは社会インフラとしてのレンタルの使
命を果たすべく、引き続き復興支援に尽力してまいります。 

グループの総力を結集し、引き続き
復興支援に努めていきます。

とってもいいモノ・読者プレゼント

ご応募の締め切りは2015年８月7日（金）当日消印有効です。
なお、当選の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

巻末のアンケートハガキをご返送いただいた方の中から、抽選で30名様に当社
のオリジナルノベルティグッズをお贈りします。
今号のプレゼントは、カナモト坊やのスポーツタオルです。ほどよいボリューム感
で吸水性もよく、使い勝手の良いサイズなのでスポーツやお風呂などさまざまな
用途でお使いいただけます。 

■主な復興事業の進捗状況（2015年3月末時点）

出所：復興庁資料「公共インフラの本格復旧・復興の進捗状況（2015年5月22日）」を基に作成

■ 完了　■ 着工

完了地区数 168
着工地区数 328
計画地区数 333

防災集団移転

供用済延長223km
着工済延長538km

計画済延長570km

復興道路・
復興支援道路

主要な直轄国道
※避難指示区域を含む
※岩手・宮城・福島県内の
　国道4号、6号、45号

完了済開通延長
1,159km
総開通延長
1,161km

98% 94%50% 39% 99%

宮城県気仙沼市の防災集団移転造成工事 宮城県石巻市の地盤改良工事

岩手県宮古市の新区界トンネル工事 岩手県盛岡市の手代森トンネル工事
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●連結経営成績（累計）

●連結業績予想

売上高
（百万円）

営業利益
（百万円）

経常利益
（百万円）

四半期（当期）純利益
（百万円）

1株当たり四半期（当期）純利益
（円）

第51期第2四半期 68,307（6.4） 10,652（5.8） 10,655（8.1） 6,528（15.5） 181.14

第50期第2四半期 64,212（17.3） 10,072（49.2） 9,860（46.9） 5,651（52.1） 156.82

第51期通期 128,600（2.4） 16,960（3.1） 16,610（3.3） 9,520（2.4） 264.16

（注）括弧内の数字は、前年同期増減率（％）を示しております。

第51期第2四半期決算の概況 ［平成26（2014）年11月1日～平成27（2015）年4月30日まで］

 ［経営環境］
当第２四半期連結累計期間のわが国経済は、積極的な経済政
策や金融政策などを背景に円安・株高が継続するなか、企業収
益が改善し雇用環境も好転するなど、景気は穏やかな回復基調
を辿りました。

 ［第２四半期の連結業績］
当社グループが関連する建設業界におきましては、公共投資は震
災復興工事や災害対策工事などが引き続き好調に推移しました
が、前期のような補正予算執行が無かったことから全国的に見る
とやや落ち着いた状況となりました。また、民間設備投資は企業
収益の改善から増加傾向が見られました。しかしながら一方では、
建設従事者の不足による労務単価の上昇や、資材価格の高騰か
ら入札不調が続き、依然として未着工案件が絶えないなどの問題
が残りました。
このような状況のなか、当社グループは中期経営計画（平成
26年度～平成28年度）の諸施策に基づく重点項目の進捗を
図りつつ、将来へ向けた企業体質の強化と財務基盤の改善に努
めました。また、建設市場の変化を見据えた海外戦略につきまし
ては、新たにタイ、ベトナム、フィリピンに合弁会社の設立を進め
るなど、将来へ向けた収益機会の確保のための事業施策を積極
的に推進しております。
その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は683億7百万
円（前年同期比6.4％増）となりました。利益面につきましては、
営業利益は106億52百万円（同5.8％増）、経常利益は106億
55百万円（同8.1％増）、また、四半期純利益は65億28百万円
（同15.5％増）となりました。

  ［セグメント別の業績］
建設関連
当社の主力事業である建設関連におきましては、震災復興事業
の本格化に加え、防災対策工事やインフラ関連工事を中心に建
設機械のレンタル需要は底堅く推移いたしました。
この需要拡大を受け、引き続き積極的に設備投資を実施した
ほか、高水準な需要が続く東北地区へ建設機材を移動配置す
るなど、稼働率の維持向上に努めました。
なお、中古建機販売売上につきましては、適正な資産構成を
維持するため、期初計画に基づき自社機の売却を推し進めたこ
とから、前年同期比53.9％増となりました。
以上の結果、建設関連事業の当第２四半期連結累計期間の
売上高は640億12百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は
103億44百万円（同5.3％増）となりました。

その他
その他の事業につきましては、民間需要の回復から鉄鋼製品販
売が当初想定より大きく伸長したこともあり、売上高は42億95
百万円（前年同期比 14.1％増）、営業利益は1億19百万円（同
49.9％増）となりました。

 ［事業所数の増減］
当第２四半期連結会計期間における拠点の新設及び閉鎖はあり
ませんでした。

3

K
an

am
ot

o 
Ex

am
in

er
 v

ol
.7

2
Fi

na
nc

ia
l D

at
e



4

■ 連結財務諸表
連結損益計算書（累計）

連結包括利益計算書（累計）

（単位：百万円）
第50期第２四半期

（2013.11.1～2014.4.30）
第51期第２四半期

（2014.11.1～2015.4.30）

❶ 売上高 64,212 68,307
売上原価 42,706 45,746
売上総利益 21,506 22,561
販売費及び一般管理費 11,434 11,908

❷ 営業利益 10,072 10,652
営業外収益 327 357
営業外費用 539 354

❸ 経常利益 9,860 10,655
特別利益 31 128
特別損失 61 49
税金等調整前四半期純利益 9,830 10,735
法人税、住民税及び事業税 3,920 3,979
法人税等調整額 △ 160 △ 34
少数株主損益調整前四半期純利益 6,070 6,790
少数株主利益 418 262

❹ 四半期純利益 5,651 6,528

（単位：百万円）
第50期第２四半期

（2013.11.1～2014.4.30）
第51期第２四半期

（2014.11.1～2015.4.30）

少数株主損益調整前四半期純利益 6,070 6,790
その他の包括利益
　その他有価証券評価差額金 161 467
　為替換算調整勘定 △ 3 25
　その他の包括利益合計 158 493
四半期包括利益 6,228 7,283
（内訳）　
親会社株主に係る四半期包括利益 5,809 7,017
少数株主に係る四半期包括利益 418 266
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連結貸借対照表 連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）
第50期第２四半期
（2014.4.30）

第51期第２四半期
（2015.4.30）

（資産の部）
流動資産 69,291 79,221
固定資産 110,961 122,479
　有形固定資産 103,697 113,710
　無形固定資産 259 255
　投資その他の資産 7,003 8,513

❺ 資産合計 180,252 201,700
（負債の部）
流動負債 58,133 63,807
固定負債 60,000 65,831
負債合計 118,133 129,638
（純資産の部）
株主資本 58,267 67,180
　資本金 13,652 13,652
　資本剰余金 14,916 14,916
　利益剰余金 29,753 38,667
　自己株式 △ 55 △ 56
その他の包括利益累計額 1,724 2,481
　その他有価証券評価差額金 1,729 2,445
　為替換算調整勘定 △ 4 35
少数株主持分 2,127 2,400

❻ 純資産合計 62,119 72,062
負債純資産合計 180,252 201,700

（単位：百万円）
第50期第２四半期

（2013.11.1～2014.4.30）
第51期第２四半期

（2014.11.1～2015.4.30）

営業活動によるキャッシュ・フロー 16,668 17,596
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,456 △ 1,842
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 13,509 △ 12,051
現金及び現金同等物に係る換算差額 12 9
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 715 3,712
現金及び現金同等物の期首残高 32,957 31,980
現金及び現金同等物の四半期末残高 33,672 35,692
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 投資知識研究所特別セミナー in 札幌に参加
 第51期（2015年10月期）第1四半期決算発表
 投資戦略フェアEXPO2015（東京ドームシティ）に出展
 入社式・新入社員研修を実施（今年度の新入社員は57名） 
 公益社団法人建設荷役車両安全技術協会の「功績賞」を受賞

 ラジオNIKKEI 8都市IRセミナー in 那覇に参加
 個人投資家向け会社説明会を開催（野村證券広島支店・福岡支店）

2Q 2015.2

2015.3

2015.4

3Q 2015.5

2015.6

2015.7

 ラジオNIKKEI「ザ・マネー」スペシャルセミナーに参加
 サンクスフェア2015：北見、高崎を皮切りにスタート 
 投資知識研究所特別セミナー in 熊谷に参加
 第51期（2015年10月期）第2四半期決算発表
 ラジオNIKKEI 8都市IRセミナー in 広島に参加
 サンクスフェア in 袖ヶ浦、第一機械産業・鹿屋を開催 
 【東京】第51期第2四半期決算説明会を実施（機関投資家向け） 
 サンクスフェア in 岩見沢、九州建産・佐世保を開催 
 ベトナムの現地法人が営業を開始 
 ラジオNIKKEIの投資家向け番組「ザ・マネー ～火曜日 櫻井英明のかぶとびら」に出演
 サンクスフェア in 帯広、酒田を開催
 羽田営業所（大田区京浜島）をリニューアルオープン
 平取機械センター（北海道沙流郡）を開設
 カナモト・ユナイト 建設技術展示会 2015 in さっぽろを開催
 ラジオNIKKEI 8都市IRセミナー in 札幌に参加
 長嶋茂雄 INVITATIONAL セガサミーカップゴルフトーナメントに協賛
 サンクスフェア in 函館を開催
 三郷営業所・東京小型機械センター（埼玉県三郷市）を開設 7/6（月）
 敦賀営業所（福井県敦賀市）を開設 7/10（金）
 サンクスフェア in 苫小牧を開催 7/11（土）
 サンクスフェア in カンキ・神戸西を開催 7/19（日）

 投資知識研究所特別セミナーin 山形に参加 7/23（木）
 札幌証券取引所主催 個人投資家向け説明会に参加 7/31（金）
 道新・UHB花火大会に協賛 7/31（金）
 環境広場さっぽろ2015に出展 7/31（金）～8/2（日）

イベントIR関係 事業関係
※今後のスケジュールにつきましては実施予定日を記載

2015年4月1日、建設荷役車両の特定自主検査の普及促進に尽力したとの評価を
受け、公益社団法人建設荷役車両安全技術協会の「功績賞」を受賞しました。当社
は、今後も建設荷役車両の性能保持・向上とその使用に関する安全の確保を図り、
労働災害の防止に努めてまいります。 平成27年度通年表彰者として功績賞を受賞した高

橋哲也・宮城ブロック工場長（左）と頂戴した表彰楯

現在、全国の当社営業所とグループ企業で開催中の「サンクスフェア2015」。すでに9カ所で開催し、多くの方々にお越しい
ただきました。
残すところ7月の苫小牧とカンキの神戸西、9月の旭川と第一機械産業の鹿児島のみとなりました。ミニ建機や仮設ユニット
ハウスの即売会のほか、屋台や遊具、建機の試乗体験など皆様にお楽しみいただける企画をご用意しております。当社ホーム
ページ（http://www.kanamoto.co.jp）でもご案内しておりますので、ぜひご来場ください。
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株式に関する各種お手続きについて
（１）株主様の住所変更、配当金の振込みのご指定、買取請求その他各種お手

続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社
等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い
合わせください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り扱いでき
ませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦ
Ｊ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管
理機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱ＵＦＪ信
託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（３）未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいた
します。

株主メモ
事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
同総会議決権行使株主確定日
中間配当金受領株主確定日
期末配当金受領株主確定日

11月1日から翌年10月31日まで
毎年　 1月中
毎年　10月31日
毎年　 4月30日
毎年　10月31日

当社公告の掲載につきましては、当社ホームページに掲載いたします。
ホームページのURLは下記のとおりです。
http://www.kanamoto.co.jp  または  https://www.kanamoto.ne.jp
なお、やむを得ない事由により、ホームページに公告を掲載することができない場
合は、日本経済新聞に掲載いたします。

株 主 名 簿 管 理 人 及 び 特
別 口 座 の 口 座 管 理 機 関
同 事 務 取 扱 場 所

同 郵 便 物 送 付 先
及 び 電 話 照 会 先

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部　東京都千代田区丸の内1丁目4番5号　

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137‒8081 東京都江東区東砂7丁目10番11号　電話 0120-232-711

役員
代表取締役社長
取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

執 行 役 員

金本　寛中*
金本　哲男**
卯辰　伸人***
成田　仁志*
平田　政一*
北方　敬一*
礒野　浩之*
金本　龍男*
長崎　学*
麻野　裕一*
椋梨　直樹*
橋口　和典*
井尻　康之
野上　善弘

金本　栄中
横田　直之
橋本　昭夫
辻　　清宏
直井　晥
曽我　浩司
熊谷　浩
問谷　悟

（注1）  印の取締役は、執行役員を兼任しております。
（注2）   印の取締役は副社長執行役員を兼任して

おります。
（注3）    印の取締役は専務執行役員を兼任して

おります。
（注4） 取締役井尻康之氏及び取締役野上善弘氏は

社外取締役であります。
（注5） 監査役橋本昭夫氏及び監査役辻清宏氏、監

査役直井晥氏並びに監査役曽我浩司氏は社
外監査役であります。

*
**
***

会社概要
商 号
本 社
営業統括本部
設 立
資 本 金
上 場 取 引 所
証 券 コ ー ド
発行済株式総数
連 結 売 上 高
連結従業員数

株式会社カナモト（英文：Kanamoto Co., Ltd.）

北海道札幌市中央区大通東3丁目1番地19

東京都港区芝大門1丁目7番地7

1964（昭和39）年10月28日

136億52百万円（払込済資本金）

東京証券取引所市場第一部・札幌証券取引所

9678

36,092千株

1,255億55百万円（2014年10月期）

2,339名（2014年10月31日現在）
（役員、嘱託、臨時社員を除く）
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株価チャート （週足） （単位：円）




